
ＪＡとうかつ中央公式キャラクター

なしこまどん

今年の１１月からの「なしこまどん」出演情報！

JAとうかつ中央公式キャラクター「なしこまどん」は当JAの広報宣伝
担当で、管内の農産物や管内地域のPR活動を行なっています。今後も
イベントや、SNS、グッズなどに登場し、地域の情報発信などに広く活
用されることで、地域の皆様に愛されるキャラクターになるよう活動し
ています。

※イベント情報の詳細や追加情報はＪＡとうかつ中央のInstagram、Ｘをご確認ください。

※雨天の場合、一部企画を中止する場合があります。　※荒天の場合は中止となります。　※両イベント会場内でのドローン等の使用は固くお断りします。
※21世紀の森と広場の駐車場（有料）は限りがありますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。　※写真はイメージです。開催予定のイベントは、変更となる場合がございます。
※両イベントの詳しい情報につきましては当ＪＡホームページのイベント情報をご覧ください。

©JAとうかつ中央

©JAとうかつ中央

１１月２３日（土）
「第15回まつど大農業まつり」
（２１世紀の森と広場）

「50万人到達メモリアル感謝祭」
（テラスモール松戸）

１2月15日（日）
「流山農業まつり」
（流山市総合運動公園内）

ＪＡとうかつ中央ファーマーズマーケット「さいてっ
て」は生産者の販路拡大や地産地消を基軸とし、
新鮮な地場農産物、花卉、加工品を販売していま
す。都市型農業の多品種、多品目の特色を活かし
て、定番の野菜からスーパーでは並ばない珍しい
野菜まで、新鮮で旬の様々な農産物を豊富に取り
揃えています。
店内には食育ソムリエが常駐しており、旬の地場
農産物の紹介、おすすめの食べ方や気になる保存
方法などを紹介しています。

「さいてって」の
最新情報は

@saitette_fm
Instagram

旬 のおすすめ商品
ねぎ、ホウレンソウ、小松菜、カブなど

地元産
の新鮮ねぎ

の販売します

第15回まつど大農業まつり

主なイベント

流山農業まつり
キリトリ

抽選引換券
１２月１５日（日）

切り取って会場の抽選会専用窓口
で抽選券と交換してください。
注）流山農業まつりにて引換可

流山農業まつり

１1月23日（土） ９:15～１４:００日時

２１世紀の森と広場（つどいの広場）会場
１2月15日（日） ９:３０～１４:００日時

流山市総合運動公園内（防災広場・遊具広場・駐車場の一部）会場

ファーマーズフェスティバル2024

ステージイベント
屋台グルメ

（・和太鼓演奏　・大道芸）
（・やきとり　・焼きそば）

主なイベント ステージイベント
屋台グルメ
アトラクション農産物品評会

11月29日（金）
チバテレビ
「モーニングこんぱす」
6:45～8:00

申込先・
引取場所

JAとうかつ中央　
経済センターまたはJA各支店へ

ご贈答、
ご自宅用矢切ねぎ ふるさと便

泥ねぎ葉付き ７kg　4,000円（税込、送料別）
受付期間

①年内渡し令和６年１１月１８日（月）～令和６年１２月１３日（金）
②年明渡し令和６年１１月１８日（月）～令和７年１月15日（水）
※土・日・祝日・年末年始（12/30～1/3）休み

引渡・配送

※「矢切ねぎふるさと便」の申込・引取はさいてってでは行いません

①令和６年１２月２日（月）～令和６年１２月２４日（火）
②令和７年１月２０日（月）～令和７年１月２４日（金）
※引取りについては各支店の引取り日を設定します

（・ミニトレイン　・エアー遊具）
（・ねぎ焼き　・豚汁）

ぜひお
越し

くださ
い

校において、作物の栽培や収穫の指導を行う臨時講
師としても活動しています。
なかだファームは、
美味しく、安心で
きる作物をお客さ
まに届けること。
直売所での接客も
大切にし、畑と食
卓をつなぐコミュ
ニケーション場を
作ることに力を注
いでいます。

就農してから13年目。大学卒業後に父が行っていた農業
を継ぎ、現在は両親と弟の４人で作業を行っています。
主にイチゴを栽培し、他にもエダマメやトウモロコシなど
の夏野菜も育てています。父は以前あじさいねぎを栽培し

ていましたが、小金園芸品出荷協会のイチゴ農家の視察
に同行した際に興味を持ち、20年ほど前にイチゴ栽培に
切り替えました。イチゴの収穫時期は1月から5月で、「女
峰」という品種を栽培しています。
「女峰」は柔らかく、管理が大変ですが、その分甘みと香り
が強く、手間ひまをかけて育てています。栽培したイチゴ
は、自宅の直売所、自動販売機で販売し、毎年多くのお客
さまにご購入いただいています。摘果を行い、果実を大き
く育てることで、見た目や味が良いものをお客さまへ提供
できるように心掛けています。
最近では、高設栽培で液体肥料を使う栽培方法が増え
ていますが、昔ながらの土耕栽培を続けています。根を
しっかりと土に張らせ、土の栄養を吸収させることで、より

美味しいイチゴが育ちます。ビニールハウス内では、温度や
水分、日射をセンサーやタイマーを使って調整しています。
今年は猛暑で特にミツバチによる授粉の時期は巣箱の
管理が大変でしたが、断熱措置や温度管理を行い、無事
に授粉を終えることができました。
自分たちが育てた農産物を美味しいと感じ、お客さまにも
その味を届けられる瞬間に大き
なやりがいを感じます。これから
も、心を込めて育てた美味しい
イチゴをお届けし続けたいと考
えています。

栽培方法にこだわった「女峰」イチゴをお届け

■販売場所／松戸市中金杉3-161
■直売時期／１月から５月
■時　　間／9:30～
※商品がなくなり次第、営業を終了致します。

直売所

■設置場所／松戸市中金杉3-161
■販売時期／年中
■時　　間／24時間営業
※商品がなくなり次第、終了。

自動販売機

就農してから４年目。祖父母と母の４人で作業を行なっ
ています。幼い頃から農作業を手伝い、自然と農業を継
ぐ決心をしていました。4年制の大学で農学を学び、発展
途上国での農業支援活動にも参加。その後、京都の専
門学校でさらに栽培方法や資材について触れ、最先端

の農業技術を
学びました。
主に栽培してい
るのはカブ、エ
ダマメ、トウモロ
コシです。カブ
は10月下旬から
6月中旬に収
穫、10品種を栽
培しています。
出荷するカブは
秋ごろから甘み

が強くなります。夏に比べ栽培期間が長くなる為、ビニー
ルなどを被せ丁寧に管理しています。一年を通じて旬の
野菜を中心にビーツ、ケール等の珍しい野菜を含め80
品種の農産物を愛情こめて育てています。
販売場所は主に家の直売所、JAとうかつ中央の流山
経済センター、さいてって、ベルクに出荷していま
す。農作業は祖父から受け継いだ伝統的な栽培方法
を基に新しい品種や栽培方法にも挑戦しています。
天候の変化により栽培方法やその土地に合う品種も
変化するため、新しい品種を試しながら、自分の土地
や天候に合ったものを探し続けています。流山4Hク
ラブにも参加し、情報交換を図り農業の技術を高め
ています。
日頃から地域とのつながりや農業の魅力を伝えてい
くことを大切にしています。市内の小学校では授業
の一環としてトウモロコシの栽培方法を教えてお
り、学校給食にも提供しています。また、特別支援学

地域に根ざした農業　若手農家の挑戦

■販売場所／流山市名都借1070-2
■販売時期／年中（不定休）
■時　　間／11:00～17:00

直売所 ・JAとうかつ中央　流山経済センター
・さいてって
・ベルク（おおたかの森店、柏高田店）

販売場所

Bearer of Regional Agriculture

身近で活躍する
地域農業の

担い手

かがやけ！

Instagram
なかだファーム

松戸市中金杉

高橋 秀明さん（35歳）
たかはし　ひであき

高橋農園

流山市名都借

中田 大地さん（28歳）
なか だ　 たい  ち

なかだファーム

高橋農園

お話し
をしてくれた人

お話し
をしてくれた人


